
行
政
計
画
に
対
す
る
民
主
的
統
制
と
し
て
の
住
民
参
加
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
都
市
建
設
法
制
の
展
開
を
素
材
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
　
　
上

博

は
じ
め
に

行政計画に対する民主的統制としての住民参加←）

　
社
会
・
経
済
構
造
の
変
化
に
よ
る
国
家
の
経
済
過
程
へ
の
直
接
的
・
恒
常
的
介
入
、
お
よ
び
国
民
の
行
政
需
要
の
新
し
い
展
開
に
対
応
し
た

行
政
の
複
雑
多
様
化
に
伴
な
っ
て
、
議
会
の
直
接
的
統
制
の
枠
外
に
出
る
裁
量
的
活
動
が
、
あ
れ
こ
れ
の
理
由
か
ら
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

と
か
ら
、
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
が
、
国
家
と
民
主
主
義
の
対
立
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
行
政
の
側
に
と
っ
て

も
、
従
来
の
よ
う
に
た
ん
に
議
会
に
よ
る
直
接
的
授
権
で
は
、
行
政
の
存
在
理
由
U
公
共
性
”
正
当
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
参
加
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
も

よ
る
新
た
な
正
当
性
の
根
拠
づ
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
現
代
国
家
に
お
け
る
新
し
い
合
意
調
達
機
構
腔
包
摂
的
機
能
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
き

行
政
情
報
の
公
開
、
行
政
手
続
の
整
備
、
国
民
の
参
加
を
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
確
保
の
下
位
概
念
と
把
え
る
考
え
方
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
開
発
行
政
領
域
に
お
い
て
は
、
行
政
の
構
想
に
対
す
る
支
援
体
制
の
確
立
に
向
け
、
住
民
サ
イ
ド
か
ら
の
「
促
進
」
の
声
を
つ
く
り

出
す
た
め
に
、
構
想
の
段
階
か
ら
住
民
を
取
り
込
み
、
住
民
の
中
に
分
断
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
意
味
で
、
行
政
過
程
へ
の
住
民
参
加
が
主
張

　
　
　
　
ハ
　
レ

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
国
民
の
側
に
と
っ
て
も
、
行
政
裁
量
は
行
政
に
対
す
る
法
的
拘
束
を
ゆ
る
め
る
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
量
を
民
主
的
に
統
制
す

る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
の
介
入
主
義
国
家
に
お
け
る
主
要
な
介
入
形
態
で
あ
る
行
政
計
画
の

　
ハ
　
り

場
合
、
国
民
に
対
す
る
そ
の
影
響
力
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
過
程
と
り
わ
け
計
画
内
容
の
決
定
が
、
権
限
行
政
庁
の
広
範
な
裁
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説論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
計
画
に
お
け
る
裁
量
の
行
政
法
学
的
検
討
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
検
討
に
か
か
わ
っ
て
と

く
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
行
政
裁
量
統
制
の
新
し
い
視
点
を
開
く
課
題
と
し
て
、
違
法
で
も
不
当
で
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
毅
疵
な
き
行
政
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
レ

動
に
お
け
る
裁
量
統
制
の
問
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
裁
量
統
制
の
手
法
と
し
て
、
「
現
代
生
活
を
営
む
国
民
の
『
知

る
権
利
』
と
『
参
加
権
』
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
正
義
と
公
平
の
た
め
の
、
い
わ
ば
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
の
原
則
の
実
現
に
向
け
て
の
民
主
主
義
制

ハ
ざ度

」
た
る
情
報
公
開
と
参
加
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
述
の
新
し
い
行
政
の
権
威
確
立
の
外
装
と
な
る
包
摂
過
程
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
ソ

て
の
参
加
に
な
ら
な
い
制
度
的
・
理
論
的
工
夫
を
考
慮
し
つ
つ
、
民
主
化
機
能
、
人
権
保
障
機
能
お
よ
び
行
政
の
科
学
化
合
理
化
機
能
を
果
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ

す
た
め
の
参
加
を
確
立
す
る
諸
課
題
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

　
他
方
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
計
画
裁
量
を
め
ぐ
る
法
状
況
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
計
画
裁
量
と
い
う
概
念
は
、
連
邦
建
設

法
に
も
と
づ
く
建
設
管
理
計
画
を
主
た
る
対
象
と
す
る
連
邦
行
政
裁
判
所
の
一
九
六
〇
年
代
末
以
降
の
一
連
の
裁
判
例
を
通
し
て
、
形
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
む
マ

確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
が
、
こ
の
計
画
裁
量
に
対
す
る
実
体
的
規
制
原
理
に
も
と
づ
く
厳
格
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
裁
判
例
を
め
ぐ
っ
て
学
説
は
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
裁
判
例
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
計
画
裁
量
論
と
い
う
説

が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
は
、
計
画
法
の
規
範
構
造
の
特
殊
性
か
ら
、
計
画
裁
量
と
行
政
裁
量
と
の
質
的
違
い
を
根
拠
づ
け
、
こ
れ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

と
づ
い
て
、
行
政
計
画
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
行
き
過
ぎ
を
批
判
す
る
。
し
か
し
こ
の
考
え
方
を
批
判
す
る
説
は
、
計
画

裁
量
と
行
政
裁
量
と
の
違
い
を
、
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
裁
量
の
幅
に
お
け
る
量
的
違
い
と
把
え
、
計
画
裁
量
に
対
す
る
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
検
討
を
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ど

　
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
計
画
裁
量
と
行
政
裁
量
と
の
違
い
を
量
的
な
違
い
と
把
え
る
立
場
か
ら
、
計
画
裁
量
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
程
度
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
行
政
計
画
に
対
す
る
民
主
的
統
制
と
し
て
の
住
民
参
加
問
題
を
、
都
市
計
画
行
政
領
域
に
お
い
て
検
討
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

る
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
計
画
へ
の
広
範
な
住
民
参
加
を
含
め
た
行
政
手
続
の
整
備
に
基
本
的
な
特
質
を
有
す
る
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
と

国
の
建
設
法
の
包
括
的
な
改
革
へ
の
最
初
の
決
定
的
な
第
一
歩
で
あ
る
一
九
七
一
年
の
都
市
建
設
促
進
法
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
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お
け
る
都
市
計
画
法
制
の
展
開
に
即
し
て
、
e
都
市
建
設
促
進
法
制
定
以
前
に
お
け
る
連
邦
建
設
法
下
の
法
状
況
、

法
状
況
お
よ
び
日
一
九
七
六
年
の
連
邦
建
設
法
下
の
法
状
況
を
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
裁
量
に
対
す
る
規
制
原
理
、

判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
計
画
策
定
手
続
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

口
都
市
建
設
促
進
法
下
の

規
制
原
理
に
も
と
づ
く
裁

行政計画に対する民主的統制としての住民参加←）

（
1
）

（
2
）

（（43
））

　　パ パ　ハ パ　パ　パ

111098765）　） ）　）） ））
1312
）　　）

　
加
藤
哲
郎
「
先
進
国
革
命
論
－
国
家
の
危
機
と
民
主
主
義
的
変
形
ー
」
（
『
講
座
現
代
資
本
主
義
国
家
4
』
〔
大
月
書
店
、
一
九
八
○
年
〕
）
三
〇
四

頁
以
下
参
照
。

　
社
会
的
統
合
装
置
と
し
て
の
参
加
シ
ス
テ
ム
構
想
に
つ
い
て
は
、
二
宮
厚
美
『
日
本
経
済
と
危
機
管
理
論
』
〔
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
二
年
〕
二

七
九
頁
以
下
参
照
。
裁
判
所
の
政
治
的
機
関
性
が
あ
ら
わ
に
な
る
の
を
回
避
す
る
た
め
に
、
本
来
司
法
部
が
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
機
能

お
よ
び
制
度
の
存
在
理
由
に
対
す
る
代
償
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
参
加
論
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
穣
「
改
憲
構
想
に
お
け
る
司
法
像
と
裁
判
所
の

対
応
」
（
小
林
孝
輔
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
現
代
法
の
諸
領
域
と
憲
法
理
念
』
〔
学
陽
書
房
、
一
九
八
三
年
〕
）
五
七
一
頁
参
照
。

　
原
野
翅
「
現
代
行
政
法
学
と
『
参
加
』
論
」
（
長
谷
川
正
安
編
『
現
代
国
家
と
参
加
』
〔
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
〕
）
七
六
頁
参
照
。

　
総
合
研
究
開
発
機
構
『
事
典
・
日
本
の
課
題
』
〔
学
陽
書
房
、
一
九
七
八
年
〕
三
一
六
頁
お
よ
び
亨
国
O
研
究
会
編
著
昌
＞
勺
8
の
野
望
』
〔
新

日
本
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〕
一
四
一
頁
お
よ
び
一
九
七
頁
以
下
参
照
。

　
田
口
富
久
治
「
現
代
資
本
主
義
国
家
の
諸
問
題
」
ω
（
法
と
民
主
主
義
一
八
五
号
）
三
三
頁
参
照
。

　
芝
池
義
一
「
行
政
計
画
」
（
『
現
代
行
政
法
大
系
2
ー
行
政
過
程
』
〔
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
〕
）
三
三
八
頁
以
下
参
照
。

　
室
井
力
「
現
代
社
会
と
行
政
の
民
主
的
統
制
」
（
前
掲
小
林
孝
輔
教
授
記
念
論
文
集
）
二
壬
二
頁
参
照
。

　
同
　
二
二
四
頁
。

　
こ
の
制
度
的
・
理
論
的
工
夫
に
つ
い
て
は
、
原
野
　
前
掲
論
文
八
五
頁
参
照
。

　
同
　
九
一
頁
参
照
。

　
芝
池
義
一
「
計
画
裁
量
概
念
の
一
考
察
」
（
杉
村
敏
正
先
生
還
暦
記
念
『
現
代
行
政
と
法
の
支
配
』
〔
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
〕
、
宮
田
三
郎
「
計
画

裁
量
」
（
専
修
法
学
論
集
二
八
号
）
、
同
「
計
画
裁
量
の
限
界
」
（
専
修
法
学
論
集
二
九
号
）
、
高
橋
信
隆
「
計
画
裁
量
と
そ
の
裁
判
的
統
制
ー
行
政
法

現
象
の
動
態
的
考
察
へ
の
一
視
角
ー
」
（
立
教
大
学
大
学
院
法
学
研
究
一
号
）
お
よ
び
高
橋
滋
「
行
政
の
政
策
的
判
断
と
裁
判
ー
西
ド
イ
ツ
の
議
論
を

素
材
と
し
て
ー
」
（
一
橋
論
叢
九
三
巻
五
号
）
参
照
。

　
芝
池
義
一
「
西
ド
イ
ツ
裁
判
例
に
お
け
る
計
画
裁
量
の
規
制
原
理
」
（
法
学
論
叢
一
〇
五
巻
五
号
）
参
照
。

　
拙
稿
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
計
画
法
理
論
研
究
序
説
」
（
法
政
論
集
八
一
号
）
一
七
五
頁
註
（
1
）
ー
（
5
）
参
照
。

一145一



説論

パ　　パ　　パ　　ハ
17　16　15　14
）　　）　　）　　）

同
　
一
八
○
頁
註
（
1
1
）
、
（
1
3
）
お
よ
び
（
1
5
）
参
照
。

芝
池
　
前
掲
論
文
（
註
（
1
1
）
）
お
よ
び
拙
稿
一
七
六
頁
以
下
参
照
。

成
田
頼
明
「
西
ド
イ
ツ
都
市
建
設
促
進
法
の
概
要
と
問
題
点
ー
人
間
尊
重
の
都
市
再
開
発
」

国
凝
碧
国
蝕
劃
ω
薮
砕
①
訂
鼠
α
鼠
Φ
昌
昌
α
Q
。
。
α
Q
霧
Φ
貫
ご
謡
）
＜
o
暑
o
旨
鐸
昌
α
ω
唖
一

（
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
〇
八
号
）
八
○
頁
参
照
。

都
市
建
設
促
進
法
以
前
の
法
状
況

1
．
　
連
邦
建
設
法
に
も
と
づ
く
都
市
計
画
制
度
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
と

　
一
九
七
一
年
の
都
市
建
設
促
進
法
の
制
定
以
前
、
都
市
計
画
行
政
領
域
に
お
け
る
基
本
法
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
法
律
は
、
一
九
六

〇
年
の
連
邦
建
設
法
（
ω
巨
留
筈
窪
α
q
霧
Φ
訂
ぎ
目
器
。
甘
β
二
8
0
）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
一
九
四
六
年
以
降
の
各
ラ
ン
ト
の
復
興
建
設

法
の
連
邦
統
一
法
と
し
て
、
連
邦
の
競
合
的
立
法
権
（
基
本
法
七
四
条
一
八
号
）
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
土
地
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ

の
発
展
の
到
達
点
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
り
、
新
し
い
展
開
の
始
ま
り
を
告
げ
る
法
律
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
行
政
計
画
が
、
建
設
管
理
計
画
（
評
巳
Φ
菩
一
器
）
で
あ
る
。
こ
の
建
設
管
理
計
画
と
い
う
概
念
は
上
位
概

念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
指
針
的
か
つ
準
備
的
な
計
画
で
あ
る
土
地
利
用
計
画
と
、
こ
の
計
画
を
発
展
さ
せ
、
都
市
計
画
を
最
終
的
に
確
定
し
、

こ
の
法
律
の
執
行
に
必
要
な
措
置
の
基
礎
と
な
る
（
八
条
一
項
）
土
地
所
有
者
な
ど
を
拘
束
す
る
計
画
と
し
て
の
建
設
細
目
計
画

（
田
Φ
げ
き
琶
α
q
ω
巳
き
）
と
の
二
段
階
の
行
政
計
画
の
下
位
概
念
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
一
条
二
項
）
。

　
建
設
管
理
計
画
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
よ
っ
て
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
範
囲
で
（
ω
o
富
匡
量
鼻
8
惹
Φ
①
。
。
♂
㍗

8
島
畠
）
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
条
一
項
）
。
「
こ
の
規
定
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
『
計
画
高
権
』
を
含
み
、
計
画
高
権
は
、
そ
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
さ
レ

と
り
わ
け
計
画
裁
量
の
承
認
を
意
味
す
る
。
」
こ
の
計
画
裁
量
の
行
使
に
対
す
る
規
制
原
理
に
つ
き
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
そ
の
後
の
一
連
の

　
　
ハ
き

裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
正
当
化
原
則
、
計
画
策
定
上
の
指
針
（
勺
『
匿
轟
ω
一
葺
路
言
①
）
お
よ
び
衡
量
原
則
と
し
て
、
「
地
域
的
共
同
体
の
事
項
」
で
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パ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ソ

あ
る
建
設
管
理
計
画
化
を
「
法
律
の
範
囲
内
で
」
（
基
本
法
二
八
条
二
項
）
制
限
す
る
連
邦
建
設
法
の
規
定
が
、
以
下
の
よ
う
に
置
か
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
正
当
化
原
則
と
し
て
、
建
設
管
理
計
画
は
、
都
市
建
設
に
お
け
る
開
発
の
秩
序
づ
け
に
資
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一

条
一
項
）
。
第
二
に
、
計
画
策
定
上
の
指
針
と
し
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
主
要
な
指
針
と
し
て
、
建
設
管
理
計
画
は
、

住
民
の
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
要
求
な
ら
び
に
そ
の
安
全
お
よ
び
健
康
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
四
項
一
段
）
。
つ
ぎ
に
、
主
要

な
指
針
に
半
ば
従
属
し
か
つ
半
ば
独
立
し
た
指
針
と
し
て
、
建
設
管
理
計
画
は
住
民
の
住
宅
需
要
に
資
し
、
住
宅
制
度
に
お
け
る
財
産
形
成
を

促
進
す
る
も
の
と
し
（
同
項
三
段
）
、
ま
た
公
法
上
の
教
会
お
よ
び
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
礼
拝
お
よ
び
魂
へ
の
配
慮
（
ω
Φ
Φ
一
8
お
Φ
）

に
不
可
欠
の
事
項
を
考
慮
し
、
経
済
、
農
業
、
青
少
年
の
育
成
、
交
通
お
よ
び
防
衛
の
必
要
性
を
顧
慮
し
、
自
然
保
護
お
よ
び
景
観
保
護
の
利

益
な
ら
び
に
地
区
像
お
よ
び
景
観
像
（
9
デ
巨
伍
冨
＆
ω
9
聾
菩
ま
）
の
形
成
の
利
益
に
資
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
五
項
一
段
）
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
指
針
と
共
に
計
画
化
行
政
庁
を
促
し
て
自
制
さ
せ
る
明
確
な
要
請
と
し
て
、
農
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、
必
要
な
範

囲
に
お
い
て
の
み
、
他
の
用
途
に
予
定
さ
れ
か
つ
要
求
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
同
項
二
段
）
。
第
三
に
、
衡
量
原
則
と
し
て
、
建
設
管
理
計
画

が
策
定
さ
れ
る
と
き
、
公
益
と
私
益
が
そ
れ
ぞ
れ
に
か
つ
相
互
に
（
α
Q
Φ
α
q
①
房
冒
き
伽
R
目
畠
巨
け
9
①
旨
”
巳
巴
適
性
に
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
同
条
四
項
二
段
）
。
こ
れ
ら
三
つ
の
規
制
原
理
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
都
市
計
画
法
制
史
上
、
連
邦
建
設
法
に
お
い
て
初
め
て
導
入
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

れ
た
衡
量
原
則
は
、
そ
れ
が
建
築
の
自
由
と
都
市
建
設
上
の
秩
序
と
の
調
整
を
規
律
す
る
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

パパ　パ4321
田
霧
ω
。
ぼ
＆
§
》
窪
包
の
。。
訂
楯
①
ω
Φ
貫
這
①
倉
ω
●
N
’

　
U
R
ω
●
b
O
『
魯
お
＜
①
暑
巴
9
b
α
Q
ω
お
畠
岳
9
①
園
8
窪
ω
冥
8
び
琶
α
Q
薯
目
ω
融
含
Φ
富
F
U
＜
ω
一
●
一
Q
お
讐
ω
袖
①
oo
’

　
切
＜
9
毛
ρ
q
旨
●
＜
●
憲
．
憲
●
ご
①
P
ゆ
＜
R
毛
O
団
ω
介
ω
O
藤
●

　
ω
＜
霞
毛
ρ
d
H
け
く
μ
N
．
旨
」
8
P
ω
＜
Φ
暑
O
国
ω
倉
ω
〇
一
》
〈
●
8
●
一
〇
μ
O
認
り
ω
＜
Φ
暑
O
国
麻
一
b
8
＜
。
㎝
●
8
一
〇
謹
b
＜
Φ
暑
O
国
臨
b
O
P
〈
●
一
＝
』
S
企

ω
＜
Φ
毫
O
国
鳶
レ
“
介
＜
。
置
●
ω
。
一
〇
誤
）
ω
＜
①
毫
O
国
斜
O
O
㎞
①
信
＆
〈
・
S
8
一
S
OO
b
＜
Φ
暑
O
国
0
ρ
＝
O
●
＜
α
q
一
・
ω
O
戸
d
H
壁
く
b
OO
。
伊
一
S
ρ
ω
O
国
N
①
ρ
OO
旨

琶
亀
ダ
一
一
。
＝
。
む
刈
ρ
団
O
国
N
①
凶
器
O
●

芝
池
義
一
「
西
ド
イ
ツ
裁
判
例
に
お
け
る
計
画
裁
量
の
規
制
原
理
」
（
法
学
論
叢
【
〇
五
巻
五
号
）
参
照
。
な
お
、
裁
判
例
に
つ
い
て
の
そ
の
他
の
研
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説論

765）））
究
業
績
と
し
て
は
、
遠
藤
博
也
『
計
画
行
政
法
』
〔
学
陽
書
房
、
一
九
七
六
年
〕
、
宮
田
三
郎
『
行
政
計
画
法
』
〔
ぎ
ょ
う
せ
い
、

橋
滋
「
行
政
の
政
策
的
判
断
と
裁
判
ー
西
ド
イ
ツ
の
議
論
を
素
材
と
し
て
ー
」
（
一
橋
論
叢
九
三
巻
五
号
）
な
ど
が
あ
る
。

ミ
Φ
ヨ
9
国
o
署
①
b
窪
一
⑦
一
6
一
目
自
α
q
巨
侮
田
α
Q
8
葺
日
ω
α
q
鎖
声
旨
Φ
b
＜
ω
一
」
O
①
介
ρ
一
①
o。
，

　
閤
o
目
＆
O
①
一
8
乞
W
角
唇
『
崖
話
器
畠
葛
。
》
魯
。
葛
認
》
臣
糞
8
顕

　
国
o
題
P
勲
鋭
○
。
ψ
一
①
o
o
h

一
九
八
四
年
〕
、
高

2

裁
判
所
に
よ
る
建
設
管
理
計
画
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
一
九
六
〇
年
代
の
末
、
建
設
管
理
計
画
化
が
、
連
邦
建
設
法
一
条
の
目
的
規
定
に
も
と
づ
き
、
ど
の
程
度
裁
判
所
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
マ

と
い
う
問
題
に
つ
き
、
学
説
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
い
た
。
第
一
説
は
、
建
設
細
目
計
画
の
策
定
が
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
自
治
行
政

事
務
で
あ
り
、
連
邦
建
設
法
二
条
一
項
に
も
と
づ
き
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
よ
っ
て
自
己
の
責
任
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
一
条
の
計
画
目

的
規
定
も
裁
量
決
定
を
授
権
し
た
も
の
で
あ
り
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
上
の
決
定
の
完
全
審
査
の
権
限
は
、
裁
判
所
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、

　
　
　
　
パ
　
ソ

と
解
釈
し
た
。
第
二
説
は
、
建
設
管
理
計
画
化
が
規
範
的
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
化
が
法
律
に
よ
る
行
政
に
服
さ
ず
、
連
邦
建
設
法

一
条
に
よ
っ
て
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
課
せ
ら
れ
た
法
律
上
の
制
限
を
、
法
的
に
は
拘
束
力
の
な
い
計
画
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
み
な
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

一
条
に
も
と
づ
く
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。
最
後
に
第
三
説
は
、
建
設
管
理
計
画
化
の
法
規
範
と
し
て
の

形
式
、
お
よ
び
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
自
治
行
政
権
の
保
障
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
建
設
法
一
条
の
計
画
目
的
規
定
を
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

と
み
な
し
た
。
こ
の
場
合
、
さ
ら
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
裁
量
を
認
め
る
見
解
か
ら
、
判
断
余
地
を
認
め
る
見
解
を
経
て
、
裁
判
所
に
よ
る
完

全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
承
認
す
る
見
解
に
ま
で
別
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
学
説
の
対
立
状
況
の
中
で
、
裁
判
所
の
考
え
方
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
に
代
表
さ
れ
る
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
見
解
」
と
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
裁
判
所
に
代
表
さ
れ
る
「
南
ド
イ
ッ
見
解
」
に
別
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
建
設
細
目
計
画
の
法
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

範
的
性
質
お
よ
び
権
力
分
立
原
則
か
ら
、
裁
判
所
の
建
設
細
目
計
画
に
ょ
る
完
全
な
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
な
拘
束
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
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行政計画に対する民主的統制としての住民参加←う

対
し
後
者
は
、
連
邦
建
設
法
一
条
四
項
二
段
に
よ
る
公
益
お
よ
び
私
益
の
衡
量
な
ら
び
に
ど
の
公
益
お
よ
び
私
益
が
、
具
体
的
な
個
別
事
案
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
マ

お
い
て
、
計
画
化
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
ら
れ
る
か
の
確
定
が
、
裁
判
所
の
完
全
な
審
査
に
服
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ

　
こ
の
よ
う
な
対
立
の
中
で
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
一
九
六
四
年
四
月
二
九
日
判
決
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
ゲ
マ
イ
ン

デ
は
、
そ
の
計
画
化
に
際
し
、
連
邦
建
設
法
一
条
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
、
自
己
の
計
画
高
権
を
ど
の
よ
う
に
行
使

す
る
か
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
、
ど
の
よ
う
な
構
想
を
計
画
高
権
の
基
礎
に
お
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
広
範
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
の

自
治
行
政
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
律
上
の
枠
内
に
留
ま
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
上
の
確
定
の
み
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

　
　
パ
き

ら
な
い
、
と
。
こ
の
連
邦
建
設
法
一
条
に
よ
る
拘
束
の
内
容
を
裁
判
所
に
よ
る
計
画
裁
量
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
の
か
か
わ
り
で
、
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ど

て
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
一
九
六
九
年
一
二
月
一
二
日
判
決
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
前
節
の
三
つ
の
規
制
原
理
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
ま
ず
、
正
当
化
原
則
に
つ
き
、
裁
判
所
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
都
市
建
設
上
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
（
十
分
重
要
な
）
一
般
利
益
は
、
特

定
の
計
画
化
の
必
要
性
を
証
明
す
る
場
合
に
の
み
、
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
計
画
高
権
の
行
使
は
元
来
な
ん
ら
の
正
当
化
も

必
要
と
せ
ず
、
そ
れ
と
対
立
す
る
利
益
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
正
当
性
が
容
認
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
連
邦
建
設
法
二
条
一
項
と
一
条

と
の
関
係
は
誤
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
。

　
つ
ぎ
に
、
計
画
策
定
上
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
連
邦
建
設
法
一
条
四
項
一
段
お
よ
び
三
段
な
ら
び
に
五
項
で
用

い
ら
れ
て
い
る
概
念
は
、
そ
の
解
釈
お
よ
び
適
用
に
お
い
て
、
上
級
行
政
庁
お
よ
び
行
政
裁
判
所
に
よ
る
無
制
限
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る
、

い
わ
ゆ
る
不
確
定
法
概
念
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
な
に
が
経
済
の
必
要
性
（
一
条
五
項
一
段
）
に
あ
て
は
ま
る
か
、
に
つ
い
て
の
計
画
ゲ
マ
イ

ン
デ
の
見
解
、
お
よ
び
特
定
の
計
画
化
が
こ
の
必
要
性
に
資
す
る
と
の
計
画
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
見
解
に
は
、
裁
判
所
の
判
断
に
対
す
る
な
ん
ら
の

優
越
性
も
な
く
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
た
め
の
い
か
な
る
判
断
余
地
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
計
画
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
、
優
遇
に
値
す
る
専
門
的
知
識
を

も
っ
て
い
る
問
題
の
場
合
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
見
解
お
よ
び
判
断
の
優
越
性
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
一
条
四
項
一
段
お
よ
び
三
段
な
ら
び
に
五
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項
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
の
と
き
に
は
、
ま
っ
た
く
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
。
一
条
四
項
お
よ
び
五
項
は
、
た
と
え
ば
「
礼
拝
お
よ
び

魂
へ
の
配
慮
」
、
防
衛
、
自
然
保
護
お
よ
び
景
観
保
護
な
ら
び
に
交
通
の
よ
う
に
、
一
部
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
権
限
に
す
ら
入
っ
て
い
な
い
目
標

　
　
　
　
　
　
ハ
　

設
定
に
か
か
わ
る
、
と
。

　
さ
ら
に
、
衡
量
原
則
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定
上
の
指
針
の
解
釈
お
よ
び
適
用
と
異
な
り
、
上
級
行
政
庁
お
よ
び
行
政
裁
判
所
に
よ
る
無
制

限
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
服
さ
な
い
、
と
判
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
（
事
物
に
適
合
し
た
）
衡
量
が
そ
も
そ
も
行
わ
れ
な
い
場
合
、
適
正

な
衡
量
の
原
則
が
侵
さ
れ
て
い
る
。
事
情
に
応
じ
て
衡
量
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
が
、
衡
量
に
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
そ
れ
は

侵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
関
係
す
る
私
益
の
意
味
が
誤
解
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
計
画
化
に
か
か
わ
る
公
益
間
の
調
整
が
、
個
々
の
利
益
の

客
観
的
重
要
性
と
比
例
し
な
い
方
法
で
行
わ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
侵
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
引
か
れ
た
枠
の
中
で
は
、
計
画
化
権
限

を
有
す
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
間
の
衝
突
に
お
い
て
、
一
方
の
利
益
の
優
先
、
そ
れ
と
共
に
必
然
的
に
他
方
の
利
益
の
後
退
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぎ

決
定
す
る
場
合
、
衡
量
原
則
は
侵
さ
れ
な
い
。
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ど

　
し
た
が
っ
て
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
裁
量
の
行
使
は
、
衡
量
原
則
に
か
か
わ
る
場
合
、
衡
量
脱
落
（
＞
げ
毛
餌
α
Q
巨
α
q
旨
5
包
一
）
、
衡
量
欠
損

（
》
げ
≦
餌
α
Q
巨
α
Q
亀
鑑
旨
）
、
衡
量
誤
評
（
》
げ
≦
凝
毒
α
Q
ω
｛
魯
ζ
房
畠
馨
N
9
α
Q
）
お
よ
び
衡
量
不
均
衡
（
＞
げ
毒
凝
巨
α
Q
ω
象
ω
冥
8
0
註
8
』
聾
）

の
と
き
以
外
、
す
な
わ
ち
計
画
裁
量
の
法
律
上
の
限
界
内
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
対
立
す
る
利
益
間
の
序
列
を
決
め
る
衡
量
の
と
き
に
は
、
裁
判
所

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
服
さ
ず
、
そ
の
違
法
性
を
問
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
国
民
の
権
利
利
益
の
保
障
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

行
政
活
動
の
違
法
性
が
問
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の
最
低
限
の
要
件
に
す
ぎ
ず
、
よ
り
民
主
的
な
手
段
に
よ
る
よ
り
効
果
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

権
利
利
益
の
保
障
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
違
法
性
を
問
わ
れ
な
い
計
画
裁
量
に
対
す
る
統
制
を
も
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
計
画
策
定
手

続
が
、
情
報
公
開
と
参
加
を
保
障
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
、
つ
ぎ
の
節
で
は
、
連
邦
建
設
法
の

計
画
策
定
手
続
に
か
か
わ
る
規
定
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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決
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そ
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後
の
連
邦
行
政
裁
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判
例
の
原
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し
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い
る
、
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る
。
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井
力
「
現
代
社
会
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行
政
の
民
主
的
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（
小
林
孝
輔
教
授
還
暦
記
念
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集
『
現
代
法
の
諸
領
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と
憲
法
理
念
』
〔
学
陽
書
房
、
一
九
八
三
年
〕
）

二
二
三
ー
二
二
四
頁
参
照
。
な
お
、
山
田
洋
「
行
政
手
続
の
暇
疵
と
行
政
行
為
の
効
カ
ー
西
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
論
の
一
視
点
ー
」
（
一
橋
研
究
五
巻

一
号
）
は
、
行
政
手
続
に
お
い
て
は
合
目
的
性
も
問
題
に
な
り
う
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
（
七
六
頁
）
。
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説論

3

建
設
管
理
計
画
の
策
定
手
続
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
よ

　
建
設
管
理
計
画
の
策
定
手
続
は
、
建
設
管
理
計
画
の
策
定
へ
の
共
働
の
機
会
を
な
ん
ぴ
と
に
も
与
え
る
た
め
に
、
計
画
を
縦
覧
す
る
手
続
と

し
て
、
以
下
の
よ
う
に
連
邦
建
設
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
建
設
管
理
計
画
の
策
定
手
続
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
に
よ
る

建
設
管
理
計
画
化
の
策
定
に
つ
い
て
の
決
定
（
二
条
一
項
）
に
ょ
っ
て
始
ま
り
、
計
画
案
が
作
ら
れ
た
（
三
三
条
）
後
、
二
条
六
項
に
よ
る
縦

覧
を
経
て
、
六
条
六
項
お
よ
び
一
二
条
に
よ
る
認
可
の
地
方
の
慣
習
に
従
っ
た
告
示
に
よ
っ
て
お
わ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
建
設
管
理
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
と

画
の
縦
覧
の
場
所
お
よ
び
期
間
が
、
少
な
く
と
も
縦
覧
開
始
一
週
間
前
に
地
方
の
慣
習
に
従
っ
て
公
告
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
一
週
間
の

公
告
期
間
は
、
公
告
の
開
始
が
縦
覧
の
そ
れ
と
一
致
す
る
と
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
住
民
が
、
公
告
の
掲
示
の
初
日
か
ら
公
告
を
知
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
縦
覧
期
間
が
事
実
上
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
公
告
の
開
始
に
よ
っ
て
、
す
で
に
縦
覧
そ
れ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぽ

体
の
期
間
が
経
過
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
公
告
の
際
、
な
ん
ぴ
と
も
口
頭
ま
た
は
文
書
で

異
議
お
よ
び
提
案
（
切
巴
Φ
爵
8
琶
儀
》
目
Φ
α
q
目
α
q
①
昌
）
を
縦
覧
期
間
中
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
教
示
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
二
条

六
項
）
。
つ
ぎ
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
建
設
管
理
計
画
の
草
案
に
そ
の
説
明
書
ま
た
は
基
礎
資
料
を
付
し
、
そ
れ
ら
を
一
月
間
公
衆
の
縦
覧
に

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
条
六
項
）
。
そ
の
場
合
な
ん
ぴ
と
も
建
設
管
理
計
画
、
説
明
書
お
よ
び
基
礎
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、

部
分
的
に
専
門
的
知
識
を
要
す
る
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
八
項
）
、
第
三
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

該
縦
覧
期
間
中
に
提
出
さ
れ
た
異
議
お
よ
び
提
案
を
検
討
し
、
理
由
を
付
記
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
検
討
結
果
の
み
を
個
々
の
提
出
者
に
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ち
マ

す
る
。
そ
し
て
、
建
設
細
目
計
画
が
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
に
よ
っ
て
条
例
と
し
て
決
め
ら
れ
る
（
一
〇
条
）
。
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
異
議
お
よ

び
提
案
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
意
見
と
共
に
、
建
設
管
理
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
上
級
行
政
庁
に
、
計
画
の
法
的
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
際
し
、
そ
れ
を
利
用
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
計
画
に
添
付
し
て
提
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
二
条
六
項
お
よ
び
一
一
条
）
。

異
議
お
よ
び
提
案
が
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
計
画
が
変
更
、
補
充
お
よ
び
廃
止
さ
れ
る
場
合
、
二
二
条
の
意
味
に
お
け
る
重
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で
マ

要
で
な
い
計
画
変
更
お
よ
び
補
充
を
別
に
し
て
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
計
画
案
を
も
う
一
度
縦
覧
し
、
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
条
七

項
〉
。
な
お
、
建
設
管
理
計
画
の
策
定
、
変
更
、
補
充
ま
た
は
廃
止
を
求
め
る
請
求
権
が
存
在
し
な
い
、
と
い
う
明
文
規
定
（
二
条
九
項
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ

よ
り
、
建
設
管
理
計
画
の
縦
覧
の
枠
内
に
お
け
る
提
案
お
よ
び
異
議
の
考
慮
を
求
め
る
請
求
権
は
存
在
し
な
い
。
最
後
に
、
土
地
利
用
計
画
の

場
合
に
は
認
可
が
告
示
さ
れ
（
六
条
六
項
）
、
建
設
細
目
計
画
の
場
合
に
は
、
基
礎
資
料
を
添
付
し
て
認
可
さ
れ
た
計
画
が
告
示
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
一
二
条
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
建
設
細
目
計
画
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
（
同
条
〉
。

行政計画に対する民主的統制としての住民参加←1

21パハパ543）））

（
6
）

（
7
）

　
＜
鵬
一
。
切
↓
－
∪
毎
o
パ
ω
薗
o
ゲ
①
目
＼
ω
oo
ρ
の
①
9

　
二
条
六
項
二
段
の
一
週
間
の
期
間
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
開
始
二
週
間
前
と
い
う
見
解
（
○
＜
O
凶
o
げ
一
8
N
ヒ
誹
舛
ω
●
＝
」
8
ρ
∪
＜
切
口
8
00
）

ω
b
＆
）
も
主
張
さ
れ
た
が
、
本
文
の
解
釈
に
統
一
さ
れ
た
。
＜
α
q
一
口
欝
ω
ω
魯
a
象
R
募
侮
国
き
ω
病
帥
馨
窪
ω
魯
ヨ
隻
N
＞
β
容
①
鐸
琶
α
Q
聾
8
舅

＜
o
H
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茜
Φ
び
Φ
ω
。
匡
高
二
S
O
●
一
S
一
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＜
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＜
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■
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。
9
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〇
β
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＜
ゆ
一
レ
雪
8
ω
勧
①
ρ

　
国
o
目
毘
O
Φ
一
N
①
き
ω
き
覧
き
自
α
q
ω
8
0
鐸
”
N
卜
鼠
一
・
』
Φ
蕊
勧
α
景
田
㎝
。

　
0
8
お
ω
。
窪
。
却
9
Φ
肉
Φ
。
募
℃
お
魯
巨
o
q
α
①
ω
ミ
茸
e
－
評
住
●
＜
O
国
琶
α
畠
Φ
の
＜
○
国
ω
匿
①
昌
≦
茸
融
9
①
お
讐
目
国
の
訂
彰
α
Q
ω
三
魯
3
＆
b
睾
宰

＜
ω
＝
8
ρ
φ
o
。
斜
。
連
邦
建
設
法
は
、
規
範
定
立
手
続
の
ど
の
段
階
で
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
建
設
細
目
計
画
を
条
例
と
し
て
定
め
る
か
に
つ
き
、
明
確
に

規
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
連
邦
建
設
法
二
条
六
項
に
定
め
ら
れ
た
縦
覧
手
続
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
条
例
制
定
は
、
こ
の
縦
覧
手
続
の
実
施
後
、

初
め
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
三
条
の
意
味
に
お
け
る
重
要
で
な
い
計
画
変
更
お
よ
び
補
充
と
は
、
「
計
画
化
の
本
質
（
O
旨
巳
昌
α
Q
Φ
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
当
該
土
地
お
よ

び
隣
接
地
の
利
用
に
と
っ
て
た
ん
に
さ
さ
い
な
意
味
し
か
な
い
」
（
一
三
条
一
項
）
建
設
細
目
計
画
の
変
更
お
よ
び
補
充
で
あ
る
。

　
ω
Φ
げ
器
鼠
昌
国
巴
言
R
巨
儀
国
ヨ
ω
け
○
①
ω
賃
Φ
帥
畠
①
H
b
β
巳
2
げ
臼
話
①
ω
Φ
冒
閑
o
旨
目
撃
3
る
。
》
β
｛
r
一
〇
①
9
留
＞
昌
ヲ
9
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説

4
建
設
管
理
計
画
の
策
定
手
続
の
検
討

論

　
前
述
の
、
私
人
を
計
画
化
手
続
に
組
み
入
れ
る
縦
覧
手
続
は
、
個
々
の
建
築
（
ぎ
象
≦
身
巴
訂
暮
8
）
に
対
す
る
建
築
警
察
的
監
督
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

あ
ら
か
じ
め
配
慮
す
る
包
括
的
な
計
画
化
へ
の
建
築
規
制
手
法
の
発
展
に
伴
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
縦
覧
手
続
の
最
初
の
立
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

例
は
、
一
八
七
五
年
七
月
二
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
に
急
速
な
展
開
を
遂
げ
た
産

業
革
命
に
伴
う
新
し
い
社
会
問
題
の
発
生
に
対
処
す
る
た
め
、
従
来
の
建
築
警
察
上
の
一
般
条
項
に
も
と
づ
く
個
々
の
場
合
ご
と
の
道
路
線
・

建
築
線
の
確
定
に
代
わ
っ
て
、
都
市
計
画
手
法
の
一
つ
で
あ
る
建
設
線
計
画
を
導
入
し
た
。
計
画
化
は
、
も
は
や
個
々
の
建
築
そ
れ
自
体
を
単

独
に
規
制
し
、
二
次
元
的
に
行
政
庁
と
国
民
と
の
関
係
を
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
建
築
の
利
益
を
相
互
に
か
つ
公
衆
の
利
益
と
三
次

元
的
に
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
建
設
線
確
定
権
限
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
の
利
益
と
建
築
利
用
規
制
権
限
を
有
す
る
国

家
機
関
で
あ
る
警
察
行
政
官
庁
の
利
益
と
の
調
整
、
関
係
官
公
署
の
利
益
お
よ
び
私
人
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、

私
人
の
利
益
の
調
整
に
か
か
わ
る
手
法
が
縦
覧
手
続
き
で
あ
る
。

　
こ
の
縦
覧
手
続
き
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ゲ
マ
イ
ン
デ
首
長
が
、
な
ん
ぴ
と
も
の
閲
覧
の
た
め
に
、
計
画
に
対
す
る
異
議

（
国
ぢ
毒
＆
巨
α
Q
）
を
少
な
く
と
も
四
週
間
の
除
権
期
間
中
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
首
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
、
計
画
を
縦
覧

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
条
）
。
申
し
立
て
ら
た
異
議
に
つ
い
て
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
首
長
と
異
議
申
立
者
と
の
交
渉
（
＜
R
ご
＆
一
琶
α
Q
）
で

解
決
に
至
ら
な
い
か
ぎ
り
、
ク
ラ
イ
ス
参
事
会
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
異
議
に
つ
い
て
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
と
き
、
ゲ
マ

イ
ン
デ
首
長
は
計
画
を
正
式
に
確
定
し
て
、
な
ん
ぴ
と
も
の
閲
覧
の
た
め
に
、
そ
れ
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
八
条
）
。
こ
の
縦
覧
手

続
導
入
の
理
由
は
、
申
し
立
て
ら
れ
た
異
議
の
徹
底
的
で
偏
見
の
な
い
討
議
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
事
物
に
即
し
か
つ
均
衡
の
と
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ソ

決
定
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
前
節
で
そ
の
概
要
を
検
討
し
た
連
邦
建
設
法
の
計
画
策
定
手
続
は
、
つ
ぎ
の
三
点
に
お
い
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
の
そ
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れ
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
で
は
、
計
画
案
に
対
す
る
住
民
の
異
議
の
申
し
立
て
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
連
邦
建
設
法
は
、
異

議
だ
け
で
な
く
提
案
の
提
出
も
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
計
画
案
に
対
す
る
消
極
的
批
判
、
す
な
わ
ち
反
対
と
し
て
の
異
議
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

積
極
的
批
判
と
し
て
の
提
案
を
も
住
民
に
認
め
て
い
る
点
に
お
い
て
、
連
邦
建
設
法
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
よ
り
、
住
民
の
都
市
計
画
に

対
す
る
関
心
を
よ
り
高
く
評
価
し
、
都
市
建
設
計
画
策
定
に
お
け
る
積
極
的
役
割
を
住
民
に
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
連
邦
建
設
法
は
、
縦
覧
期
間
中
の
異
議
お
よ
び
提
案
の
提
出
、
な
ら
び
に
異
議
お
よ
び
提
案
に
つ
い
て
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
検
討
結

果
の
そ
れ
ら
の
提
出
者
へ
の
通
知
を
規
定
す
る
だ
け
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
の
よ
う
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
首
長
と
異
議
申
立
者
と
の
交
渉
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
き

い
う
手
続
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。
ま
た
連
邦
建
設
法
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
異
議
お
よ
び
提
案
の
検
討
結
果
の
み
を
提
出
者
に
通
知
す

る
だ
け
で
、
当
該
検
討
の
結
果
に
至
っ
た
理
由
の
通
知
を
規
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
建
設
法
は
、
計
画
案
に
対
す
る
異
議
お
よ

び
提
案
に
つ
い
て
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
検
討
過
程
か
ら
提
出
者
を
締
め
出
し
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
独
断
的
な
判
断
に
の
み
そ
の
検
討
を
委
ね
、
提
出

者
が
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
判
断
の
適
切
さ
を
検
討
す
る
素
材
を
も
提
出
者
か
ら
奪
っ
て
お
り
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
判
断
の
公
正
さ
が
保
障
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
点
で
、
連
邦
建
設
法
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
よ
り
、
計
画
案
に
対
す
る
住
民
の
異
議
お
よ
び
提
案
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
、
住

民
の
利
益
保
護
お
よ
び
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
判
断
の
公
正
さ
の
保
障
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
連
邦
建
設
法
が
、
縦
覧

手
続
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
私
人
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
計
画
を
策
定
す
る
と
き
に
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
人
の
利
益
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
の
役
割
し
か
、
与
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
連
邦
建
設
法
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
計
画
案
へ
の
説
明
書
ま
た
は
基
礎
資
料
の
添
付
を
規
定

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
市
計
画
行
政
領
域
に
お
け
る
情
報
公
開
と
参
加
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、
注
目
す
べ
き
両
者
の
相
違
点
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
説
明
書
ま
た
は
基
礎
資
料
の
添
付
は
、
住
民
が
計
画
案
を
正
確
に
理
解
し
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
考
慮
さ
せ
う
る
説
得
力
あ
る
異
議
お
よ
び

提
案
を
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
き
、
以
下
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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説論

　
連
邦
建
設
法
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
よ
り
、
住
民
の
計
画
策
定
過
程
へ
の
関
与
を
、
よ
り
実
効
的
な
も
の
に
し
た
と
い
え
よ
う
が
、
そ

の
規
定
内
容
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
非
常
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
説
明
書
に
つ
い
て
は
、
「
土
地
利
用
計
画
に
は
説
明
書
が

添
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
五
条
七
項
）
と
規
定
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
説
明
書
の
内
容
は
、
な
ん
ら
連
邦
建
設
法
に
よ
っ
て
は
定
め
ら

れ
て
い
な
い
。
な
お
、
一
般
的
に
は
、
説
明
書
の
内
容
と
し
て
、
つ
ぎ
の
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
こ
れ
ま
で

の
開
発
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
、
開
発
の
現
状
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
予
定
さ
れ
た
開
発
、
計
画
案
の
構
想
に
つ
い
て
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
考
え
、
計
画
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

の
実
施
の
た
め
の
基
本
的
措
置
お
よ
び
一
般
的
な
注
意
で
あ
る
。

　
他
方
、
基
礎
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
と
く
に
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
の
一
部
が
法
律
上
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

計
画
さ
れ
た
都
市
建
設
上
の
措
置
に
よ
っ
て
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
見
込
ま
れ
る
概
算
費
用
が
、
記
述
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
、
建

設
細
目
計
画
が
そ
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
す
る
土
地
規
制
上
の
措
置
お
よ
び
そ
の
他
の
措
置
が
、
明
示
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
九
条
六
項
）
、

と
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
礎
資
料
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
に
つ
い
て
、
連
邦
建
設
法
自
体
は
十
分

な
規
定
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
実
務
上
は
、
そ
の
他
に
、
計
画
化
の
必
要
性
お
よ
び
範
囲
、
た
と
え
ば
交
通
用
地
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

個
々
の
記
載
の
範
囲
も
、
基
礎
資
料
の
中
で
説
明
さ
れ
て
い
た
。

　
法
定
記
載
事
項
の
う
ち
、
ま
ず
、
経
費
概
算
事
項
は
、
監
督
庁
に
、
そ
の
認
可
権
限
の
枠
内
で
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
経
費
を
負
担
で
き
る
か
否

か
の
検
討
の
機
会
を
与
え
る
と
し
て
も
、
主
要
に
は
、
財
政
上
の
効
果
お
よ
び
措
置
の
実
施
の
時
間
的
順
序
に
つ
い
て
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
適
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ

の
考
え
を
保
障
す
る
、
と
い
う
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
費
概
算
項
目
は
、
住
民
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ざ

画
策
定
過
程
へ
の
関
与
の
前
提
と
し
て
の
情
報
公
開
、
と
い
う
観
点
か
ら
法
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
つ
ぎ
に
、
建
設
細
目
計
画
が
そ
の
基

礎
を
形
づ
く
る
土
地
規
制
上
の
措
置
お
よ
び
そ
の
他
の
措
置
に
関
す
る
事
項
は
、
経
費
概
算
項
目
の
場
合
と
は
異
な
り
、
住
民
の
計
画
策
定
過

程
へ
の
関
与
に
と
っ
て
不
可
欠
の
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
一
般
公
衆
の
た
ん
に
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
関
係
土
地
所
有
者
に
資
す
る

だ
け
で
、
基
礎
資
料
は
、
建
設
細
目
計
画
に
予
定
さ
れ
る
侵
害
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
、
そ
れ
と
は
違
う
よ
う
に
計
画
さ
れ
な
か
っ
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す
マ

た
の
か
に
つ
い
て
、
関
係
人
に
説
明
す
る
の
に
は
役
立
た
な
い
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
基
礎
資
料
は
、
関
係
人
に
と
っ
て
理
解
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ

な
い
建
設
細
目
計
画
の
図
面
に
ょ
る
説
明
を
、
代
わ
っ
て
文
字
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
条
六
項
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
建
設
管
理
計
画
の
草
案
へ
の
説
明
書
ま
た
は
基
礎
資
料
の
添
付
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
を
、
以
下
検

討
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
法
的
問
題
は
、
九
条
六
項
お
よ
び
一
二
条
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
建
設
細
目
計
画
へ
の
基
礎
資
料
の
添
付

の
問
題
と
密
接
に
関
係
す
る
の
で
、
こ
の
問
題
に
も
視
野
を
広
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
基
礎
資
料
が
な
い
場
合
、
建
設
細
目
計
画
は
無
効
で
あ
り
、
建
設
細
目
計
画
の
発
布
に
も
と
づ
く
執
行
措
置
が
基
礎
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

な
い
場
合
、
こ
の
執
行
措
置
は
実
施
さ
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
一
部
の
見
解
を
別
に
し
て
、
支
配
的
見
解
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
計
画
基

礎
資
料
に
若
干
の
意
義
を
見
い
出
す
が
、
基
礎
資
料
が
有
効
な
建
設
細
目
計
画
の
法
的
性
質
の
一
部
を
な
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
基
礎
資
料
の
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
レ

全
な
畷
疵
も
、
計
画
の
法
的
効
果
を
な
ん
ら
侵
害
し
な
い
、
と
解
釈
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

　
す
な
わ
ち
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
に
代
表
さ
れ
る
支
配
的
見
解
は
、
基
礎
資
料
が
、
〈
1
）
条
例
と
し
て
の
計
画
に
お
け
る
拘
束
的
確

定
の
内
容
お
よ
び
そ
の
縦
覧
に
つ
い
て
の
住
民
の
十
分
な
理
解
に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
、
（
2
）
計
画
認
可
庁
に
よ
る
計
画
の
適
切
な
評
価
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

役
立
ち
、
お
よ
び
（
3
）
考
量
さ
れ
な
か
っ
た
計
画
化
に
よ
る
財
政
負
担
か
ら
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
守
る
の
に
適
し
て
い
る
、
と
そ
の
実
際
上
の
有

用
性
を
な
る
ほ
ど
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
基
礎
資
料
の
法
的
性
質
に
つ
き
、
支
配
的
見
解
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
基
礎
資
料
は
、

九
条
一
項
か
ら
五
項
ま
で
に
お
い
て
規
律
さ
れ
て
い
る
建
設
細
目
計
画
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
基
礎
資
料
は
建
設

細
目
計
画
の
一
部
で
は
な
い
。
建
設
細
目
計
画
は
、
そ
れ
自
体
の
み
で
認
可
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
条
例
と
し
て
決
定
さ
れ
、
一
二
条
に
よ
っ

て
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
建
設
細
目
計
画
の
効
力
は
、
他
の
法
規
範
と
同
様
、
計
画
に
基
礎
資
料
が
添
付
さ
れ
る
こ
と
に
依
存

　
　
パ
ど

し
な
い
、
と
。
つ
ぎ
に
、
基
礎
資
料
の
添
付
が
、
建
設
細
目
計
画
の
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
つ
ぎ
の

　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

結
論
が
導
か
れ
る
。
建
設
細
目
計
画
が
そ
の
基
礎
と
な
る
土
地
規
制
上
の
措
置
が
、
九
条
六
項
に
違
反
し
て
、
基
礎
資
料
の
中
で
説
明
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
も
、
そ
の
措
置
は
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
基
礎
資
料
の
中
で
予
定
さ
れ
て
い
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説論

る
措
置
の
実
施
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
そ
の
後
、
基
礎
資
料
の
中
で
説
明
さ
れ
て
い
な
い
土
地
規
制
上
の
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
一
九
七
一
年
五
月
七
日
の
判
決
に
お
い
て
、
建
設
細
目
計
画
の
効
力
が
、
計
画
に
基
礎
資
料

が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
依
存
し
な
い
、
と
す
る
前
述
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
と
意
見
を
異
に
す
る
見
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
連

邦
建
設
法
九
条
六
項
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
建
設
細
目
計
画
の
基
礎
資
料
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
計
画
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
規
律
の
中
心
的
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
セ

点
に
つ
い
て
、
理
由
づ
け
と
な
る
指
摘
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
毅
疵
は
、
原
則
的
に
計
画
の
無
効
を
も
た
ら
す
。
」
と
裁
判
所
は

以
下
の
理
由
か
ら
判
示
し
た
。
ま
ず
、
基
礎
資
料
が
建
設
細
目
計
画
の
内
容
の
一
部
で
な
く
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
は
変

わ
ら
な
い
。
連
邦
建
設
法
九
条
六
項
一
段
が
、
拘
束
的
手
続
規
定
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
違
反
が
、
そ
れ
自
体
正
し
い
確
定
か
ら
独

立
し
て
、
法
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
お
よ
び
計
画
が
法
規
範
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
礎
資
料
か
ら
一
定
程
度
離
れ
る
こ

と
。
し
た
が
っ
て
、
建
設
細
目
計
画
へ
の
基
礎
資
料
の
添
付
を
定
め
る
拘
束
的
手
続
規
定
に
対
す
る
違
反
そ
れ
自
体
で
、
計
画
は
無
効
に
な
る
。

つ
ぎ
に
、
連
邦
建
設
法
九
条
六
項
に
規
定
さ
れ
た
基
礎
資
料
原
則
（
切
£
昌
＆
毒
α
Q
ω
α
q
Φ
び
9
）
の
目
的
を
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
よ
り
も
む
し
ろ
、

効
果
的
な
裁
判
所
に
よ
る
計
画
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
可
能
に
す
る
こ
と
の
中
に
、
裁
判
所
は
見
い
出
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ゲ
マ
イ
ン

デ
が
、
建
設
細
目
計
画
の
発
布
に
際
し
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
広
い
計
画
裁
量
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
適
法
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
計

画
に
適
法
性
の
外
観
を
与
え
う
る
計
画
上
の
裁
量
衡
量
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
む
ず
か
し
く
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
九
条
六
項
の
基
礎
資
料

原
則
が
遵
守
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
裁
判
所
に
よ
る
計
画
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
実
現
さ
れ
え
な
い
。
そ
れ
故
、
九
条
六
項
違
反
が
法
効
果
に
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゼ

ら
の
影
響
も
与
え
な
い
、
と
の
解
釈
は
許
さ
れ
な
い
。

　
こ
の
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
に
よ
る
計
画
裁
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
か
か
わ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ど

画
裁
量
統
制
の
手
段
と
し
て
、
基
礎
資
料
の
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
連
邦

行
政
裁
判
所
が
、
基
礎
資
料
原
則
の
目
的
の
検
討
に
際
し
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
と
裁
判
所
に
よ
る
計
画
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
可
能
に
す
る
こ
と
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の
両
者
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
二
者
択
一
し
、
後
者
を
目
的
と
し
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
に
は
、
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゼ

策
定
過
程
へ
の
住
民
参
加
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
判
決
は
、
基
礎
資
料

強
制
に
対
す
る
違
反
が
、
例
外
的
に
、
建
設
細
目
計
画
の
効
力
に
な
ん
ら
の
影
響
も
及
ぽ
さ
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
外

に
あ
た
る
場
合
と
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
判
示
し
た
事
案
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
建
設
細
目
計
画
を
決
定
し
た
議
会
の
議
事
録
が
、
計

画
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
計
画
策
定
の
理
由
に
つ
い
て
完
全
な
明
確
性
を
裁
判
所
に
与
え
る
場
合
で
あ
る
。

　
計
画
裁
量
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
場
合
に
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
議
会
の
議
事
録
が
基
礎
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぎ

に
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
計
画
案
の
縦
覧
手
続
の
場
合
に
は
、
基
礎
資
料
が
添
付
さ
れ
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題

　
　
ハ
　

と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
計
画
案
の
縦
覧
に
お
い
て
、
基
礎
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
住
民
に
よ
る
計
画
裁
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
計
画
化
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
担
当
者
の
動
機
を
知
る
者
の
み
が
、
計
画
案
に
対
す
る
説
得
力
あ

る
代
替
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
建
設
細
目
計
画
の
策
定
過
程
へ
の
住
民
の
参
加
に
と
っ
て
、
計
画
化
担
当
者
の
動

機
を
知
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
基
礎
資
料
が
計
画
案
に
添
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
計
画
案
そ
れ
自
体
か
ら
は
、
住
民
は
計
画
化
の

結
論
の
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
化
の
動
機
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
住
民
が
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
化
の
動

機
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
基
礎
資
料
の
閲
覧
が
可
能
な
場
合
の
み
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
条
三
項
か
ら
五
項
ま
で
の
規
定
内
容
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慮
す
る
と
、
基
礎
資
料
か
ら
計
画
化
に
関
す
る
本
質
的
な
動
機
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
計
画
案
の
縦
覧
手
続
に
お
け
る
基
礎
資
料
の
特

別
な
意
味
を
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
理
解
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
連
邦
建
設
法
二
条
六
項
一
段
に
よ
る
説
明
書
ま
た
は
基
礎
資
料
を
伴
な
っ

た
建
設
管
理
計
画
の
草
案
の
縦
覧
は
、
計
画
に
よ
っ
て
直
接
的
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
者
に
計
画
内
容
を
知
ら
せ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

越
え
て
、
公
衆
を
計
画
化
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
異
議
・
提
案
を
提
出
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
を
な
ん
ぴ
と
に
も
可
能
に
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

資
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
。
二
条
六
項
も
、
九
条
六
項
と
同
様
、
拘
束
的
手
続
規
定
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
九
条
六
項

に
よ
る
基
礎
資
料
原
則
に
対
す
る
違
反
が
、
計
画
の
無
効
を
も
た
ら
す
よ
う
に
、
二
条
六
項
に
よ
る
基
礎
資
料
の
添
付
が
、
計
画
の
有
効
性
の
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ハ
ぞ

前
提
条
件
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
な
判
決
を
連
邦
行
政
裁
判

所
で
す
ら
行
な
っ
た
の
は
、
基
礎
資
料
が
、
住
民
の
計
画
策
定
過
程
へ
の
参
加
権
の
保
障
と
し
て
で
は
な
く
、
計
画
決
定
権
者
た
る
ゲ
マ
イ
ン

デ
に
と
っ
て
の
情
報
源
と
し
て
の
住
民
の
意
見
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、
た
ん
に
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（（21876543109
）　　）
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国
げ
①
島
帥
鼠
ω
魯
且
黛
》
恥
β
帥
目
b
置
且
鼠
α
q
撃
号
ψ
ω
一
翫
8
訂
自
Φ
。
算
ω
レ
O
認
｝
ω
●
誤
宍

プ
ロ
イ
セ
ン
建
設
線
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
計
画
法
理
論
研
究
序
説
」
（
名
古
屋
大
学
「
法
政
論
集
」
八
一
号
）

ご
二
頁
以
下
参
照
。

　
ω
畠
巳
q
？
＞
O
旨
帥
目
衝
鉾
○
φ
脇
。

　
＜
α
Q
一
●
閑
o
揖
鋒
O
Φ
一
N
臼
b
霧
器
話
ω
き
覧
山
建
謁
q
。
3
畠
江
り
①
野
㈲
苫
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ω
畠
邑
響
霧
臼
欝
戸
騨
勲
○
あ
緬
。。
、

　
国
。
国
霊
唇
昌
匹
ぎ
α
Q
①
房
欝
F
ω
目
侮
窃
げ
窪
α
Q
Φ
器
貫
且
一
国
o
旨
ヨ
①
旨
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ω
。
》
広
ゆ
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一
8
ρ
ω
・
島
。

　
》
卜
ρ
の
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α
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マ
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Φ
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昌
臼
目
山
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昌
巴
酔
α
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ω
Φ
げ
帥
匿
謁
ω
覧
ぎ
o
）
切
H
O
ω
（
這
①
㎝
》
ω
h
o
o
P

　
》
φ
ρ
ω
6
窪
で
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
基
礎
資
料
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
＜
α
q
一
ω
畠
巨
象
諺
O
目
目
昌
）
勲
鋭
ρ

ψ
o

o
P

　
ゆ
O
戸
d
拝
く
b
ド
N
い
O
①
oo
｝
ゆ
O
国
N
藤
P
ω
ω
爵

　
国
き
。
。
ω
o
ぼ
＆
聾
b
琶
傷
①
ω
訂
轟
①
器
貫
這
9
あ
O
勾
段
5
認
馴
串
昏
器
P
鉾
卑
○
・
¢
一
〇〇
球
■
民
一
〇
〇
〇
〇
●
土
地
区
画
整
理
に
つ
い
て
は
、
函
髭
巷
仁
巳

冒
α
q
①
霧
鼠
F
恥
●
勲
ρ
ψ
H
O
oo
●

　
ω
畠
艮
像
学
》
O
目
帥
目
》
鉾
○
φ
o。
ρ

　
ω
O
炉
僧
鉾
○
ゆ
O
国
N
繕
P
ω
ミ
。

　
》
・
勲
○
●
ψ
ω
N
ω
h

　
》
函
b
．
ω
・
ω
卜
⊃
Go

・

　
㌧
r
勲
O
．
ω
●
ω
ω
轟
一

　
U
＜
切
一
」
Q
刈
一
）
ψ
胡
9

　
＞
φ
b
。
ω
嶺
O
N
’

　
連
邦
通
常
裁
判
所
も
、
一
九
七
六
年
一
一
月
一
一
日
の
判
決
（
切
O
国
N
零
b
8
）
に
お
い
て
、
一
九
七
一
年
五
月
七
日
の
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
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（
1
9
）

パ　　パ
2120
）　　）

決
に
従
い
、
一
九
六
八
年
二
月
二
二
日
の
自
己
の
判
決
を
放
棄
し
て
い
る
。

　
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
の
議
事
録
の
閲
覧
を
い
か
な
る
住
民
に
も
認
め
る
か
ど
う
か
は
、
ラ
ン
ト
立
法
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、
住
民
に

議
会
の
議
事
録
の
閲
覧
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
計
画
裁
量
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
と
き
に
も
、
議
会
の
議
事
録
が
基
礎

資
料
に
代
わ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
＜
α
q
一
ρ
ゆ
＜
。
寒
ρ
ω
Φ
8
霞
ヤ
蕊
』
O
』
零
ρ
∪
＜
匹
．
お
目
φ
盟
鎗

ω
爵
象
＜
O
餌
2
。
§
魯
ぎ
葺
。
＝
－
ω
§
匡
高
蕊
φ
這
謡
矯
評
箋
卑
一
鷺
一
φ
器
ρ

　
国
璋
ω
ω
9
a
α
聾
賃
民
国
貰
ω
自
角
邑
Φ
切
ω
9
目
聾
N
”
》
昌
田
Φ
蒔
§
晦
弩
留
旨
＜
o
岳
α
q
⑦
げ
8
9
ご
η
ダ
一
S
巳
S
一
8
ω
ω
○
国
b
＜
匹
」
S
一
ψ
ま
伊

5
　
ま
と
め

行政計画に対する民主的統制としての住民参加←1

　
一
九
七
一
年
の
都
市
建
設
促
進
法
制
定
前
に
お
け
る
本
期
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
建
設
管
理
計
画
に
対
す
る
民
主

的
統
制
と
し
て
の
住
民
参
加
が
問
題
に
な
る
以
前
の
時
期
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
建
設
管
理
計
画
の
策
定
に
お
け
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
裁
量
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
連
邦
建
設
法
上
の
規
制
原
理
で
あ
る
正
当
化

原
則
、
計
画
策
定
上
の
指
針
お
よ
び
衡
量
原
則
が
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
初
め
て
提
起
さ
れ
た
時
期
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
計
画
裁
量
に
対
す
る
規
制
原
理
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
つ
ぎ
の
時

期
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
計
画
裁
量
に
対
す
る
規
制
原
理
に
か
か
る
法
状
況
が
前
述
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
設
管
理
計
画
の
策
定
手
続
の
場
合
に

も
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
第
｝
に
、
連
邦
建
設
法
の
解
釈
論
の
次
元
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
計
画

案
の
縦
覧
手
続
き
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
私
人
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
計
画
を
策
定
す
る
と
き
に
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
人
の
利
益
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
の
役
割
し
か
、
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
縦
覧
中
の
計
画
案
へ
の
説
明
書
ま
た
は
基
礎
資
料
の
添
付
が
定

め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
基
礎
資
料
の
完
全
な
暇
疵
も
計
画
の
法
的
効
果
を
な
ん
ら
侵
害
し
な
い
、
と
解

さ
れ
た
。
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第
二
に
、
連
邦
建
設
法
の
立
法
論
の
次
元
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
連
邦
建
設
法
の
定
め
る
建
設
管
理
計
画
の
策

定
へ
の
住
民
の
関
与
手
続
は
、
前
述
の
よ
う
に
き
わ
め
て
不
備
な
も
の
で
あ
っ
た
。
連
邦
建
設
法
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
す
で
に
自
己
の
計
画
案

を
仕
上
げ
る
と
い
う
計
画
策
定
手
続
の
遅
い
段
階
で
し
か
、
住
民
関
与
を
導
入
し
て
い
な
い
。
し
か
も
そ
の
関
与
形
式
は
、
計
画
案
の
内
容
や

そ
の
策
定
理
由
を
住
民
が
十
分
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
計
画
案
を
最
初
の
段
階
か
ら
公
開
す
る
と
、
投
機
に
よ
っ
て
地

価
が
上
が
る
こ
と
か
ら
、
土
地
投
機
を
防
止
す
る
意
図
の
下
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
一
般
的
に
計
画
意
図
を
住
民
に
教
示
す
る
こ
と
に
消
極
的
で

　
　
ハ
こ

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
遅
い
段
階
に
お
け
る
住
民
の
関
与
で
は
、
未
組
織
の
か
つ
こ
れ
ま
で
計
画
化
意
図
に
つ
き
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
住
民
が
、
行
政
の
ま
っ
た
く
情
報
優
位
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
計
画
案
に
対
し
、
有
効
な
選
択
肢
を
提
起
し
、
説
得
力
あ
る
異
議
お
よ
び
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
と

案
を
主
張
し
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
空
論
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
、
再
開
発
と
新
開
発
と
い
う
都
市
建
設
領
域
の
一
部
に
お
い

て
で
は
あ
る
が
、
連
邦
建
設
法
の
特
別
法
た
る
都
市
建
設
促
進
法
の
制
定
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）

（
2
）

　
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
・
編
集
委
員
会
編
『
西
ド
イ
ツ
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都
市
計
画
制
度
と
運
用
』
〔
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
、
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ひ
Q
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2
ω
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B
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N
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一
九
七
七
年
〕
四
三
頁
参
照
。
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